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 学校便り                         

久能
くのう

整
ととのう

君に学ぶこと 

校長 T.I. 

 二十四節気の啓蟄
けいちつ

とは，冬の寒さが緩んで春の陽気になり，地中で冬ごもりしていた虫

(蟄)が穴を開(啓)いてはい出てくることをいいます。３月６日頃を啓蟄としていますが，

暦のとおり三月になって種子島でも暖流桜の咲く春がやってきました。 

さて，月曜の夜９時からの「ミステリと言う勿れ」というドラマがおもしろくて，毎週楽

しみに見ています。人気コミックのドラマ化とのことですので，コミックからファンの方も

いらっしゃるのではないかと思います。 

菅田将暉さん演じる久能整(くのう ととのう)君は，天然パーマにコンプレックスを持ち友

達も彼女もいない，カレーが大好きな大学生。社会の中で当たり前だとされていることに疑

問を持ち，とことん考え抜く性格で，膨大な知識と独自の価値観により持論を展開します。そのしゃべりがとまらな

いことから，「面倒くさいやつ」「変わり者」と思われてもいます。 

しかし，整君が疑問を持ち，述べる持論には，「なるほど」「そうだなあ」と共感することがしばしばです。その中で

も特に印象に残っているのは「いじめ」についての考えを述べるシーンです。ある青年が子供のころにいじめられて

いたことを告白し 

「本当はずっと，ずっと逃げたかったのに。だれも逃げていいなんて言ってくれなかった。」 

と訴えます。 

それに対して整君は 

「あの。僕は常々思ってるんですが，どうしていじめられてる方が逃げなきゃならないんでしょう」と語りだし， 

続けて 

 

 

 

 

 

と述べます。さらに 

「（被害にあったとき）先生や親に『アイツにいじめられたよ』『アイツ病んでるかもしれないから，カウンセリン

グ受けさせてやってよ』って，皆が簡単に言えるようになればいいと思う。」 

とも付け加えています。ハッとしました。自分がこり固まった考え方にとらわれていることに気付かされました。い

じめの問題はそれですぐに解決するものではないかもしれませんが，問題の解決を図ろうとするとき，このような視

点を持つことも大切ではないかと思いました。 

整君はかねてから社会で当たり前だと思われていることに疑問をもって考え抜きます。「変わっ

ている。」とうとましく思われることもしばしばですが，整君のように「当たり前に疑問を持つ」

という姿勢は，いろいろな社会の中で起きている問題を解決することにつながるのではないかと思

いました。そして，一人一人のもつ背景を知ろうとし，分かろうとする整君のような姿勢は誰もが

大切にされる社会につながるのではないかとも思います。 

  

←納官小学校HP 

学習情報センターHP→ 

【校庭の暖流桜】 
ソメイヨシノとは花びらの

形も違うようです。 

「欧米の一部では、いじめてる方を病んでると判断するそうです。いじめてなきゃやってられないほど病んでる。だ

から隔離して、カウンセリングを受けさせて、癒すべきだと考える。でも日本は逆です。いじめられてる子に逃げ場を作

ってなんとかしようとする。でも逃げると学校にも行けなくなって、損ばかりすることになる。DV もそうだけど、どうして

被害者の方に逃げさせるんだろう。病んでたり、迷惑だったり、恥ずかしくて問題があるのは加害者の方なのに」 



 今年度最後の！～なわとび大会～ 

 

 

 納官小最高学年！～なかたねの子表彰・お別れ遠足～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３・４月の行事予定     行事は中止や変更になる場合があります 

3/7(月) 

12(土) 

16(水) 

21(月) 

24(木) 

25(金) 

授業参観・PTA総会 

土曜授業 

卒業式予行 

春分の日🎌 

令和３年度卒業式 

修了式・離任式 

4/5(火) 

6(水) 

12(火) 

13(水) 

19(火) 

20(水) 

26(火) 

29(金) 

入学式準備(児童は 10時までに登校) 

新任式・始業式・入学式 

標準学力検査(～13日) 

授業参観・PTA総会 

全国学力・学習状況調査(６年) 

家庭訪問(原之里～21日) 

家庭訪問(平鍋・春田) 

昭和の日🎌 

２月12日の土曜授業日に，今年度最後の体育的行事なわとび

大会を実施しました。12月から毎日コツコツと練習を重ねてき

ましたが，練習の様子を見ていると，昨年度，一昨年度と比

べ，飛躍的に上手になっていくのが分かりました。本番に向け

て子供たちも張り切って練習に取り組み，事前に立てた目標を

どんどんクリアし，更に上を目指して練習していました。 

本番は，保護者の方々に見守られる緊張の中，思うようにい

かず涙を見せる子もいましたが，みんな精一杯頑張ってくれま

した。目標に向かってコツコツと努力する子供たちの姿，私た

ちも見習いたいと感じるひとときでした。 

３月24日(木)実施予定の令和３年度の

卒業式及び，４月６日(水)実施予定の令

和４年度入学式について，今年度も新型

コロナウイルス感染症等の対策のため，

卒業生・入学生親族と，PTA会員のみ御列

席いただき，来賓及び地域の方について

は，御遠慮いただくこととなりました。御

理解いただきますようお願いします。 

 町では，優れた個性を発見し，地域ぐるみで育むことを

目的に，「なかたねの子」表彰を行っています。今年度は６

年生のMさんがリーダー賞を受賞しました。昨年度に引き

続きたった一人の６年生となりましたが，納官小学校のリ

ーダーとして，下級生を優しく引っ張っていく姿勢が，み

んなのお手本として認められました。卒業まであとわず

か。最後まで納官キッズのお手本として素晴らしい姿を見

せてもらいたいと思います。 

 また，３月４日には，お別れ遠足を実施しました。優し

く頼もしい６年生との最後の思い出作りにと，中央運動公

園まで歩いて行き，公園でレクリエーションをしたりお弁

当やおやつを食べたりしました。６年生は小学校生活最後

の遠足を存分に楽しむことができたようです。 

 卒業まであとわずか。最後まで温かい応援よろしくお願

いします。 


